
  

 

 

 

 

 

ニュースレター第 6号をお届けいたします。 今号は樋野先生のお言葉とスタッフの青木が担当します。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OCC メディカル・カフェ ニュースレター 『賢明な寛容:the wise patience』 第６号                    

2023年6月  発行『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』 

 

近くにある義務 〜 Hope、Assistance、Support 〜 

 

樋野興夫（順天堂大学名誉教授、新渡戸稲造記念センター長、恵泉女学園理事長） 

 

        

 

 

 

今年(2023年)は、新渡戸稲造(1862-1933)没90周年である。 新渡戸稲造が愛読したカ

ーライルの『サーター・リサータス：衣装哲学』の『“Do thy Duty, which lies nearest 

thee, which thou knowest to be a  Duty”（汝の義務を尽くせ。 汝の最も近くにあ

る義務を尽くせ、汝が義務と知られるものを尽くせ）』と『真に偉大なる人とは、青年

と心を結べる人なり』(新渡戸稲造) の言葉の復学である。 

 

『目的は高い理想に置き、それに到達する道は臨機応変に取るべし』（新渡戸稲造）

の教訓が今に生きる。『最も必要なことは、常に志を忘れないよう心にかけて記憶する

ことである』（新渡戸稲造）。 その精神で、ミッションを世の中に発信・提案してい

くことが『OCCカフェ』の使命であろう！ 

 

Hope（希望）、Assistance（協力)、Support（支援)の頭文字＝haveの3人称(has)＝

『持っている、身につけている、与えられている』の学びの日々である。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お茶の水メディカル・カフェ in OCCの恵み    

 

私はお茶の水メディカル・カフェの立ち上げからかかわらせていただき１２年となります。 

樋野先生・榊原先生ご夫妻と多くの参加者の皆様と共に歩み、今があることをしみじみと感じてい

ます。コロナ禍が始まりカフェを休止することとなり、榊原先生が天に召され、代表樋野先生・責任

者大島先生と変わりました。コロナ禍の中新しい形態でカフェを続けて、今５類以降となり、樋野先

生の講演・個人面談・それぞれのグループでの分かち合い語り合いは変わらずに続いていて、継続す

ることの大切さを感じています。６月のカフェに参加された皆様も様々な背景で来られていました。

同じテーブルで約一時間半温かな雰囲気の中、安心して語り共にいる方々の思いが融合して醸し出す

ものがお茶の水メディカル・カフェにはあります。「ただ横にいるだけでいい。必ず誰かの役に立って

いる。積極的に人々に仕える心得」との樋野先生の言葉の処方箋は来られる方皆さんの今につながっ

ています。 

カフェで頂く恵に感謝して、これからも愛と平和の心で品性の完成を目指してカフェのお手伝いを

させていただきたいと願っています。 

                お茶の水メディカル・カフェ in OCC スタッフ 青木美由紀 

 

～～編集後記～～ 

カフェでは、いつも小さな化学反応がいくつも起

きて、ポンポンと弾けたり、またふわふわとオーラの

ような温かな空気が漂っているのを感じることがで

きます。毎回テーブルを囲んで出会う人もその雰囲

気も異なるのですが、まるでその出会いは奇跡の采

配と言えるような不思議なものです。今月は面談希

望だった方のご都合が悪くなり、樋野先生の面談の

お時間がぽっかりと空きました。偶然のご連絡で、

ZOOM 開催されるカフェに骨転移の痛みで辛い状

況にある方がご参加されるとのことで、樋野先生が

10 分弱でしたがそちらに参加し言葉の処方箋をお届

けすることができました。9 年前に樋野先生がイギリ

スに招聘された旅に同行された方で、力をもらえた

とおっしゃってくださいました。様々な偶然が重な

り、これも奇跡の計らいだったと思えるものでした。

感謝。          編集担当：山﨑智子 


